
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末年始は火の取扱いに注意しましょう！ 

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント  

○ 寝たばこは、絶対やめる 

○ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する 

○ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す 

 ○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する 

○ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する 

○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を備える 

○ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる 

 

 

なぜ、年末年始は火災が多く発生するのか？ 

○大掃除を行い、粗大ゴミを放置する！（放火の危険性） 

○お酒を飲む機会が多く、注意が散漫に！ 

○夜更かしをする機会が多く、暖房器具の使用が頻繁に！ 

お問合せ先：予防課 TEL：0942-38-5159 

例年、年末から年始にかけて気の緩みから火災が多く発生しています。 

久留米広域消防本部では、火災予防のため、年末広報を行い、 

火の用心を呼びかけるとともに、年末年始は特別体制を配備して 

通常以上の災害警戒を行っています。 

火災は、一瞬の気の緩みから、大切な生命、身体及び財産を 

奪っていきます。明るい新年を迎えるためにも、火の元には十分 

に注意しましょう！ 

消防防災センター 
開館時間：9:00～17:00（入館は 16:00 まで）  

休館日：毎週月曜日・第１火曜日・年末年始 
（ただし祝日となる場合は、その翌日） 

入館料：無料 

※１０人以上の団体利用の場合は、 

あらかじめご連絡ください。 

ＴＥＬ:０９４２-３８-５１９４ 【施設内写真】 

あなたの地域にも 

出向します！ 
 

東日本大震災、熊本地震等 

を体験することができます 

久留米広域消防本部庁舎２階の消防防災センターでは、「煙を充

満させた室内からの避難」、「画面上の炎をめがけた消火器による

消火」、「台風などの自然災害の恐ろしさを体感できる強風」などを

親子で体験しながら防火・防災に関する知識を学べます。 

災害への備えの第一歩として消防防災センターへ足を運んでみ

てはいかがでしょうか。他にも、ちびっ子防火衣、ミニ消防車など

の子供向けコーナーも多数あります。 

 

冬休みだよ！遊びにおいで 

（12/28～1/4 は休館日） 


